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『
結
核
の
歴
史
』

こ
の
著
作
を
読
ん
で
今
さ
ら
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
は
、
疾
病
史
は
自

然
史
で
は
な
く
社
会
史
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
疾
病
史
は
医
学
史
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
医
学
の
歴
史
は
疾
病
を
認
識
し
、
こ
れ
を
発
見
し
、
そ
れ
に
働
き

か
け
て
変
容
さ
せ
、
変
容
さ
せ
た
も
の
に
ま
た
働
き
か
け
、
終
り
が
な

い
よ
う
に
す
ら
見
え
る
。

こ
の
本
の
副
題
が
「
日
本
社
会
と
の
関
わ
り
、
そ
の
過
去
、
現
在
、

未
来
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。
世
界
に
は
膨
大
な
結

核
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
が
あ
る
が
、
本
書
は
日
本
の
結
核
の
歴
史
を

中
心
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
結
核
の
歴
史
に
関
す
る
本

は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
そ
の
意
味
か
ら
い
っ
て
も
貴
重
な
本
で
あ
る
。

著
者
は
一
九
五
三
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
そ
の
後
一
貫

し
て
結
核
診
療
の
道
を
歩
み
、
そ
の
五
十
年
の
苦
闘
の
跡
を
踏
ま
え
て

書
い
た
こ
の
本
は
重
み
が
あ
る
。

結
核
病
の
歴
史
は
古
く
、
近
年
の
考
古
病
理
学
の
成
績
に
よ
れ
ば
、

〔
私
家
版
、
広
島
県
廿
日
市
市
本
町
五
’
十
八
、
平
成
十
四
年
八
月
二
十

日
、
Ｂ
六
判
、
一
六
八
頁
、
非
売
品
〕

ツ
ト
図
が
区
切
り
区
切
り
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

青
木
正
和
著

（
原
田
康
夫
）

紀
元
前
数
千
年
の
ミ
イ
ラ
や
骨
な
ど
の
遺
物
に
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
と
い
う
。
文
献
的
記
載
で
は
、
紀
元
前
七
世
紀
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の

ア
ッ
シ
リ
ア
の
粘
土
板
文
書
で
肺
結
核
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
る
。
ま

た
紀
元
前
五
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
結
核
を

吾
昏
画
の
と
い
う
病
名
で
、
四
二
例
の
病
歴
を
述
べ
、
そ
の
う
ち
二
五

例
が
死
亡
し
た
と
い
う
。

目
号
回
の
は
消
耗
病
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
英
語
は

８
吊
匡
日
呂
○
己
、
ド
イ
ツ
語
で
の
呂
葛
冒
烏
月
胃
と
呼
ば
れ
、
中
国
及

び
日
本
で
労
擦
な
ど
と
呼
ば
れ
た
の
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
肺
の
病
変

に
注
目
す
れ
ば
冒
号
国
の
冒
冒
○
三
ｍ
と
も
呼
ば
れ
、
中
国
及
び
日
本
の

肺
労
、
労
咳
な
ど
は
こ
れ
に
相
応
す
る
。
ま
た
こ
の
病
気
の
伝
染
性
は

中
国
で
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
、
伝
屍
労
と
も
呼
ば
れ
た
。
平
安
時
代
に

わ
が
国
で
中
国
医
学
を
紹
介
し
た
「
医
心
方
」
は
編
纂
書
で
あ
る
が
、

伝
屍
労
も
載
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
の
結
核
病
の
歴
史
と
し
て
、
著
者
は
最
近
の
考
古
学
の
成

果
に
よ
り
、
西
暦
紀
元
前
後
の
弥
生
時
代
か
ら
五
、
六
世
紀
の
古
墳
時

代
の
人
骨
に
カ
リ
エ
ス
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
頃
大
陸
か
ら
の
多

く
の
渡
来
人
と
と
も
に
こ
の
病
気
も
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

し
て
い
る
。

ま
た
日
本
の
文
献
記
録
時
代
に
入
る
と
、
著
者
は
先
輩
の
岩
崎
龍
郎

氏
の
説
と
し
て
、
「
日
本
書
記
」
に
記
載
さ
れ
る
天
武
天
皇
の
晩
年
の
体

調
不
良
の
経
過
か
ら
「
結
核
の
疑
い
あ
り
」
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
論
拠
が
薄
弱
と
思
わ
れ
る
。

平
安
時
代
の
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
に
「
胸
の
病
」
と
い
う
の
が
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し
か
し
病
原
菌
が
発
見
さ
れ
て
も
こ
の
病
気
の
伝
染
と
発
病
の
過
程

は
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
ず
、
診
断
、
治
療
、
予
防
の
方
法
も
な
く
、
産
業

革
命
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
患
者
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。
コ
ッ
ホ

創
製
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
は
最
初
治
療
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
後
に

診
断
用
薬
と
な
っ
た
。

わ
が
国
で
は
官
製
の
産
業
革
命
を
企
図
し
、
ま
ず
線
維
産
業
が
勃
興

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
女
子
労
働
者
に
結
核
が
蔓
延
し
、
さ
ら
に
軍
国
主

義
時
代
に
な
る
と
、
重
工
業
の
興
隆
と
兵
役
に
よ
り
若
い
男
性
に
急
速

簡
単
な
が
ら
二
条
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
時
代
が
下
り
江
戸
時
代
に
な
る
と
都
市
化
も
始
ま
り
、
結
核
が

増
加
し
た
と
い
う
の
は
首
肯
で
き
る
が
、
当
時
の
資
料
を
引
用
す
る
の

に
結
核
と
い
う
言
葉
を
混
用
し
て
述
べ
る
の
は
疑
問
で
あ
り
、
資
料
に

使
わ
れ
て
い
る
通
り
の
肺
労
と
か
労
咳
と
か
い
う
言
葉
を
使
っ
て
述
べ

る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
結
核
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
エ
ネ
ッ
ク
や
ス

イ
ス
の
シ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
仕
事
に
よ
り
、
肺
に
お
け
る
結
節
形
成
の

病
理
的
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
冒
冨
月
昌
○
ｍ
耐
と
い
う
病
名
が
作
ら
れ

た
。
こ
れ
に
わ
が
国
で
最
初
に
結
核
と
い
う
訳
語
を
あ
て
た
の
は
幕
末

の
緒
方
洪
庵
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
評
者
が
指
摘
し
た
。

明
治
の
初
期
か
ら
結
核
と
い
う
言
葉
は
定
着
し
た
が
、
ョ
－
ロ
ッ
パ

で
も
こ
の
病
名
が
真
に
一
つ
の
感
染
症
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
は
一
八

八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
の
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
よ
る
結
核
菌
の
発

見
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
近
代
の
結
核
病
学
が
始
ま

る
○

〔
講
談
社
、
東
京
都
文
京
区
音
羽
二
’
十
二
’
二
十
一
、
電
話
○
三
’
五

三
九
五
’
三
六
二
五
、
平
成
十
五
年
二
月
五
日
、
Ｂ
六
判
、
二
七
九
頁
、

二
二
○
○
円
〕

に
結
核
が
広
が
っ
た
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

診
断
面
か
ら
い
え
ば
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
Ｘ
線
を
発
見
し
た
の
は
一
八

九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
で
あ
る
が
、
当
初
は
あ
ま
り
実
用
性
が
な
く
、

わ
が
国
で
間
接
撮
影
法
が
考
案
さ
れ
て
、
徴
兵
検
査
や
国
民
の
健
康
診

断
に
役
立
て
ら
れ
た
の
は
や
っ
と
昭
和
一
五
年
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
大
正
一
四

年
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
七

年
で
あ
る
。

治
療
薬
と
し
て
画
期
的
な
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
は
一
九
四
四
年

（
昭
和
一
九
年
）
に
発
見
さ
れ
た
。

わ
が
国
で
は
戦
後
の
昭
和
二
六
年
に
「
結
核
予
防
法
」
を
制
定
し
、

そ
れ
以
後
結
核
対
策
が
本
格
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
著
者
が
最

も
力
を
入
れ
て
書
い
て
い
る
所
で
あ
り
、
本
書
を
読
ん
で
頂
か
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
中
村
昭
）

山
田
慶
兒
著

「
気
の
自
然
像
」

中
国
を
中
心
と
し
て
朝
鮮
半
島
、
ベ
ト
ナ
ム
、
琉
球
、
日
本
な
ど
に


